
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本はエルダーだ。限定運転士の若年出向者は検

修に戻る。本線運転士から構内運転士になってい

る人は、前広に本人希望を聞き、個別に対応する。 
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次回交渉 調整中 

【第 28項】ｸ゙ﾙーﾌ゚会社のﾌ゚ﾛﾊ゚ 社ー員が育成されるまで、構内運転業務はｴﾙﾀ゙ 雇ー用
を基本とし、ｴﾙﾀ゙ 制ー度の主旨にもとづき働きがいの向上を図ること。 

制度移行時、構内運転士は

エルダーと若年出向になる

が、将来的にはどうか？ 

【第29項】作業責任者は作業を熟知し、資格･能力･判断力を有する者とすること。
また、全ての事業所で検修･構内の１交代制を配置し、常に連絡･判断が
できる体制を確立すること。 

作業責任者に確認が取れる

まで、本線にあたりがでよう

と作業はしないことでよい

か？事後報告もダメだ！ 

作業責任者を介することが基本だ。連絡のやり取り

に不備がないようにしていく。事後報告も常態化し

ないように変えていく。委託後の連絡体制について

は、駅や指令・乗務員にも周知徹底する。 

【これまでの交渉で会社に確認を求めた内容について】※詳細は交渉のポイントを参照ください 

○EF510 系について（第 16 項） 

EF510 系の検査は新保全体系でなく、

従来の体制で行うので委託対象となる。 

 

○出向社員のｶﾌｪﾃﾘｱについて（第 26 項） 

 若年出向者は、本体社員と変わらない。

ｴﾙﾀﾞｰはｴﾝｼﾞｮｲﾗｲﾌを参照してほしい。 

 

○基礎技術教育について（第 22 項） 

 今後委託対象になるパンタグラフ・

空気圧縮機の基礎技術教育は、 

“見学”という形で行う。 

 

○京葉車両ｾﾝﾀｰについて（第 20 項） 

 第４回交渉で運用業務の切り分けを議論した

が、京葉車セの場合、運転当直業務を検修当直

に組替えることで、運転当直の委託は可能だ。 

 


